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本市は、2050年の二酸化炭素排出量実質ゼロを目標に、2022年3月に「ゼロカーボンシティ」を宣言し

ました。また、2022年度から2030年度までの9年間を計画期間とした「大津市環境基本計画(第3次)」を

策定し、大津市役所が事業者として排出する温室効果ガスを2030年度に50.9％削減(2013年度比)するこ

とと、大津市域から排出される温室効果ガスを同じく46％削減することを目標としています。 

現在、これらの温室効果ガス削減の進捗については、大津市役所からの排出が32.4％削減(2023年度時

点)、大津市域からの排出が約31％削減(2021年度時点)を達成しており、比較的順調に推移しています。

分析によると実質的な再生可能エネルギー(以下、再エネ)の導入や省エネルギーによる消費エネルギーの

総量の削減も進んでいるものの、排出係数※1の低下が大きく効いているという結果が出ています。また、

市民からは「市がどんな脱炭素施策を実施しているのかわかりにくい」といった声が寄せられており、

今後より一層の施策の充実と、市民と一体となって脱炭素化を実施しなければならないと認識しており

ます。 

今回は、①国際社会と日本の最新動向、②大津市

の具体的施策、③今後について、という順で述べる

ことで、本市のゼロカーボンシティ実現に向け、市

民の皆様に理解を深めていただきたいと考えます。 

１．国際社会と日本の最新動向 

皆さんは、最新の大気中の二酸化炭素濃度がどれ

くらいかご存じでしょうか？ 濃度測定は、気象庁

の観測地点での測定や、温室効果ガス測定技術衛星

である「いぶき」による宇宙からの測定などがあ

り、どちらについても2024年時点で420ppm※2を超

えているということが明らかとなっています(図1)。二酸化炭素濃度といえば、一昔前までは大気組成の

0.03％(=300ppm)というのが常識だったと思いますが、いまでは「0.04％が正しい」ということになって

しまったのです。ちなみに、産業革命前(だいたい1800年以前)が約280ppm、地球温暖化が認知され始め

た1980年ごろが約340ppmとされていることからも、近年の濃度上昇がどれだけ異常なことであるかが見

て取れます。 

さて、地球温暖化が認知されると、その次の段階として国際的な脱炭素に向けた動きが起こりました。

内容の詳細は割愛しますが、1992年の地球サミット(リオ)気候変動枠組条約の採択を皮切りとし、1997

年の第３回気候変動枠組条約国会議(COP3)における京都議定書の採択、さらに2015年のCOP21における

パリ協定の採択と続き、現在に至っています。 

～ゼロカーボンシティ実現に向けた大津市の取り組みについて～ 
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これに対して日本政府は、パ

リ協定採択により2030年の温室

効果ガス排出削減目標を26％

(2013年度比)とし、さらに2020

年には2050年のカーボンニュー

トラル宣言、そして2021年には

2030年の削減目標を46％(同比)

に修正し、国際社会と足並みを

揃えています。 

そして今年、2025年には日本

の脱炭素における中長期的な計

画と目標設定に大きな動きがあ

りました。それは2025年2月18

日に閣議決定した「地球温暖化対策計画」「第7次エネルギー基本計画」「GX2040ビジョン(国家戦略)」に

より、中長期的な温室効果ガス削減目標として2035年度の60％削減(2013年度比)と2040年度の73％削減

(同比)が設定されるとともに、目標達成に向けたエネルギーの脱炭素化については再エネを主力としつつ

複数の動力を用いたエネルギーミックスを示し、継続的なGXへの投資拡大と安定をもたらすための長期

的な方向性が提示されるなどしました(図2)。本市としても、これらの動向に注視し、大津市環境基本計

画の施策への反映はもちろん、2030年度以降の脱炭素施策を念

頭に置いた展開についても検討が必要と考えています。 

２．大津市の具体的施策 

先述のとおり、本市は大津市環境基本計画に基づき様々な脱炭

素施策を推進していますが、以下では「市役所」と「市域」におけ

る取組みを分けて示してまいります。これは、環境基本計画に内

包されている「環境にやさしい大津市役所率先実行計画」及び「ア

ジェンダ21おおつ(大津市地球環境保全地域行動計画)」に、大津

市役所自らが率先して取り組むべき内容と、大津市域において取

り組むべき内容が記されていることに起因します。 

まず「市役所」の率先行動を具体化した施策ですが、庁舎等の

市有施設の照明設備LED化やEV公用車の導入、各種再エネの導

入と活用(施設での太陽光発電、廃棄物を利用した発電、本庁舎へ

の供給電力の再エネメニュー化）などを実施しており、後述の市域における施策よりも一歩進んだ内容に

取り組むことを目指しています。なお 国からは「政府実行計画」に準じた取組みを期待されていますが、

同計画に示される照明のLED化、太陽光発電設備の導入、再エネ電力の導入、公用車の電動化等につい

ては野心的な目標が設定されていることから、市役所における対応は十分な検討が必要と考えます。 

次に、「市域」の施策ですが、市民への啓発を目的とした「大津市地球温暖化防止活動推進センター事

業」による市民講座や自然体験学習の実施、シェアサイクル実証事業によるエコ移動の普及(図3)、再エ

ネ・省エネ機器を普及させるための補助事業(現在は終了)、さらには地球温暖化の適応策としてのクーリ

ングシェルター設置による熱中症対策などを実施しており、主に市民への啓発を行うことで行動変容を

促しております。 

３．今後について 

上記において、市役所と市域における具体的な実施施策を示しましたが、実質的な温室効果ガスの削

減を達成するためには、さらなる再エネの導入が不可欠と考えています。 

まず、「市役所」が率先して市有施設の屋根や敷地、遊休地等への太陽光発電設備を導入する方法とし

て、自己設置だけでなくリース方式やPPA方式※3などの調査研究を進めてまいります。また、市有施設

図3 実証事業(R6年度～継続中) 
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への供給電力の再エネメニュー利用も推進する必要があるため、これまでに本市が行ってきた入札方式

だけではなく、リバースオークション形式などの手法を用いることで、より安価に再エネ電力を購入で

きる可能性を模索します。 

次に、「市域」においては、まずは住宅や事業所の屋根に太陽光パネルを設置し、発電した電気を自家

消費してもらうことが得策と考えられます。現在は設備補助を行っておりませんが、太陽光設備の共同

購入など、近年注目されている導入手法についてこちらも調査研究を進めてまいります。 
 

以上のとおり、大津市の脱炭素施策については、「市役所」における率先的な取組みと、「市域」にお

ける啓発を中心とした取組みを進めていますが、まだまだ検討段階のアイデアもあり、今後は効果的な

施策へとブラッシュアップしながら、脱炭素化を推進していきたいと考えています。市民の皆さまにお

かれましては、引き続き大津市のゼロカーボンシティに向けた取組みにご注目いただければと思います。 

琵琶湖は地球温暖化の兆候を見せてくれる、いわば「琵琶湖は地球環境を見通す窓」として機能して

います。琵琶湖の周辺に住む私たちの生活・営み・社会のあり方が様々な環境に作用し、例えば、気候

変動による生物多様性に変化をもたらします。私たち一人ひとりの行動で、ゼロカーボン社会を実現し、

琵琶湖、そして地球環境を守っていきましょう。 

注 当記事は2025年6月21日に明日都浜大津5Fふれあいプラザにおいて開催した｢おおつ市民環境塾講座5 ゼロ
カーボンシティ実現に向けて｣の内容を講師に抜粋･解説していただいたものです｡ 
開催の模様はhttps://otsu.ondanka.net/ および https://eco-otsu.net/ に掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ イベント案内 2025年9月～12月       
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奥野みどり 
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■ 開催した一般参加イベントの報告 2025年4月～7月5日 

上記各イベントの詳細は https://otsu.ondanka.net/ または https://eco-otsu.net/ をご覧ください。
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